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カトリック大阪教会管区 大船渡ベース・地の森憩いの家
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大船渡の物的損害の特徴は、半壊・一部損壊の家屋が４２％近くにのぼることで

す。この家屋の方々は損壊部分を修繕して暮らされています。在宅被災者と呼称さ

れ、仮設入居者の人と比べると物資支援・イベントが少ないのが事実です。大船渡

ベースでは、こういった在宅被災者の方への支援に特に力を入れています。

陸前高田市

全壊：3159戸 大規模半壊：97戸 半壊：85戸 一部損壊：27戸 計：3368戸

陸前高田市の物的損害の特徴は、９４％のお宅が全壊をしていることです。大半の

人が、仮設住宅に入居されており様々な場所に分かれて暮らされています。陸前高

田市の仮設住宅には、大船渡市のように各仮設に支援員という見守り活動をする人

がいません。それぞれの仮設で自治会を形成し支え合いながら過ごされています。

大船渡市: 37ヵ所 1801戸

陸前高田市:53ヵ所 2148戸

現在、仮設住宅から出られ

る方が増えてきてはいます

が、出ていける方・出てい

きたくても家を建てる場所

のない方・出ていけない方

とお一人お一人で事情も違

い苦労されています。銀行

からのローンも組めないで、

どうしようかと悩まれてい

る高齢者も多くいらっしゃ

います。

２つの地図を見てお分かり

のように関西圏からは非常に

離れた所に位置しています。

来て頂くだけで一日はかかっ

てしまいますが、皆さまどう

ぞ来てみて下さいね。

４月２０日ころから、桜も

咲き始めました。大船渡市は、

東北と言ってイメージされる

ような大雪はなかなか降りません。ですから大船渡市周辺は雪深い東北というイメー

ジからは対照的に「岩手の湘南」と称されるほど温暖ということが出来るのかもし

れません。私が大船渡に来て２回目の冬を越しましたが、雪は本当に少なく驚きで

した。大船渡市では少ないと言っても、内陸の一関・平泉・北上・盛岡の方へ行く

と同じ県内とは思えないほど雪

が多く降り積ります。

雪が少ないから、寒くないのか

と言われるとそうではなく、１

月から２月にかけては連日氷点

下で風も強く、刺すような寒さ

が続く冬ではあるのです。

大船渡市 震災前：40738人

震災後：39421人

陸前高田市 震災前：23302人

震災後：20718

両市ともに、震災後に住居や仕

事が無くなってしまい、内陸部

への人口流出が見られます。

震災で血縁者が無くなったりし

た人は、同じ場所に住みたくないとの思いから内陸部へ移住されている方も多くお

られます。

大船渡市 死者数： 340人 行方不明者数： 80人

陸前高田市 死者数：1556人 行方不明者数：218人

大船渡市

全壊：2787戸 大規模半壊：429戸 半壊：718戸 一部損壊：1596戸 計：5530戸

カリタス大船渡ベース地の森憩いの家です。いつも皆様からの温か

いご支援とご協力、さらに惜しみないお祈りを頂いておりますことを

心より感謝申し上げます。

第二回の今回は、みなさまに支えて頂いている大船渡ベースがある、大船渡市と

陸前高田市についての情報と現状をお知らせします。

カリタスジャパン大船渡ベース いこいの家 <e-mail> ofunatobase@gmail.com

<住所> 岩手県大船渡市大船渡町地ノ森43-2 <電話番号> 0192-47-4737

<URL> http://ameblo.jp/ofunatobase/

次回はベースの施設と活動の紹介です。お楽しみに。

大船渡教会とさくら。

再稙された高田松原の一本松

「希望の一本松が地域の方の心に火をともすものとなりますよう」

大船渡駅周辺の現在の様子

３月１１日の黙祷風景 「２年経過した被災地で、亡くなられた人、

悲しみが癒えないない人のことを想い祈る」

場 所

気 候

人 口

震災による人的被害

震災による物的被害

仮設住宅


